
三洋電機・
工場跡地取得へ

問  第二庁舎企業立地・支援課  0857-20-3223
　三洋電機南吉方工場跡地は、工業用水や高圧電
力の供給など、インフラが整備され工業用地に最
適な土地です。7月29日（月）の鳥取市議会臨時
会で、この用地を取得するための予算が可決され
ました。本市は、新しい産業の創造も視野にあら
ゆる可能性を考えながら、この地を活用した企業
誘致に取り組み、多くの雇用創出と地域産業の活
力向上をめざします。

■取得・活用の目的
　この用地は、工業用水や高圧電力など産業基盤
が整っ た利便性の高い土地であり、多くの雇用
を創出することができる貴重なものです。本市は、
この土地を産業基盤の再構築や雇用創出に大きな
役割を果たすことが期待できる製造業などの企業
誘致に活用します。

■取得価格など
価格　17億8600万円
　　　（１平方㍍あたり3万5000円）
面積　5万1028.57平方㍍
購入先　三洋電機株式会社（本社：大阪府守口市）
財源　土地取得費特別会計繰入金（土地開発基金繰入金）

■今後のスケジュール
　鳥取市議会８月定例会で、財産取得に関する議
決を経て、９月下旬に用地取得を行う予定です。

■分譲の見込み
　この用地を企業に売却した代金は、市(特別会
計)の収入になります。本市は、この用地への誘
致活動を積極的に進めており、既に１社が用地取
得による工場立地に前向きな意向を示していま
す。用地取得後は速やかに具体的な誘致交渉に入
ります。また、早期に取得用地のすべてに立地の
目途がたつよう全力で取り組みます。

〜製造業などの企業誘致に活用します〜
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■医療看護専門学校誘致の取り組み

H24.2
鳥取県病院協会東部支部から提出された看護・
医療専門学校誘致についての陳情を、市議会2
月定例会で採択。

H24.7.3 看護師等養成機関の新たな設置検討会を設置。

H24.8.30

同検討会から「民間事業者による鳥取市内への３
年制以上の看護師養成機関の新たな設置を要望。
１学年80人程度が妥当」という内容の提言書が
市長に提出される。

H24.9.24 看護師等養成所設置準備委員会を設置。
H24.10.11

〜11.16 進出法人を公募し、2法人が応募。

H24.12.6 市議会で「看護師等養成所の誘致に係る決議」を
可決。

H25.3.19 選考された学校法人大阪滋慶学園の誘致を発表。

H25.4.28 同学園と「（仮称）鳥取市医療看護専門学校の設
置に関する基本協定書」を調印。

H25.5.10
市長定例記者会見で、医療看護専門学校の建設候
補地をJR鳥取駅北の県有地として、県と交渉して
いることを発表。

H25.7.19 市議会の臨時会で建設候補地の取得費用2億
7400万円を含む一般会計補正予算案を可決。

H25.7.24 JR鳥取駅北の県有地を鳥取県から取得。
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県立高等学校卒業者の看護師等養成施設への進学状況

■リハビリ専門職
理学療法士（PT）：
　身体的な障がいを持つ人の基本的動作
能力の回復を目的に、運動や電気刺激マッ
サージなどの治療を行う人。
作業療法士（OT）：
　日常生活をスムーズに送るための動作
の組み合わせができるようにするために、
創作活動や遊び、スポーツ、食事などの
リハビリを行う人。
言語聴覚士（ST）：
　言葉や聴覚などに障がいのある人に、そ
の機能の維持向上のために必要な検査や訓
練、指導、助言などを行う人。

4月28日、基本協定を締結
し、固い握手を交わす橋本
常務（右）と竹内市長（左）

8とっとり市報 2013.99 Tottori City News Letter  2013.9


